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亜

脅

鰯

一

坤
繍
山

⑳
「
蒜
（
ひ
る
）
」
は

何
を
慧
昧
す
る
の
？

山

蛭

が

多

い

か

ら
、

と

い

う

が

見

た

二

と

が

な
い
、

蛾
一
ヒ
ヒ

ル

ギ

岡

山
の

方

言
一
が

多
い
、

特

に

多

く

な
い
九

野

蒜

が

多

く

篇

生

し
て
い
る
、

膚

生

し
て
い
る

の

は

山

ラ

ッ

キ

ョ

ウ

、

口

出

る

方

角

に

あ

る
、

〕

入

る

方

向

に

あ

る
、

広

々

と

し

た

土

姥
、

常

に

日

が

当

た

る

山

だ

か

ら
、

な

ど

と
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
る
が
緒
局

語

源

は

わ

か

ら

な
い
。

一

そ

⑳

甜
一
一

凶
を
セ
ン
と
呼
ぷ
⑳
は
？

串

国

凶

地
、

特

に

鳥

取
咀
岡

山
県
境
に
は
セ
ン
ま
た
は
ゼ
ン

と

呼

ぶ

山

茄

棚

数

個

あ

る
。

寓
い
出
か
ら
低
い
幽
漢
で
い
ろ

い

ろ

だ
。

な

娃

＆

の

飽

方

に

多

い

の

か
。

一

説

に

は
可

こ

の

飽

方

で

は

獺
鱗
鱗
嬢
綴
滋
鱗
灘
議
繁
綴
麟

綴

っ

彪
五

養

登

書

脅

撚

解

閾

は

さ

一一一

れ

て
い
な
い
。

な

ぞ

で
あ

る
。

鼠
イ
細
ン

悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
と

飛

榊

ん
で
き
て
悪
人
を
食
べ
て
し
ま

榊

う

と
一
言

う

怪

物
。

そ
の

た

め

に

一一

蒜
山
に
は
音
か
ら
悪
い
人
が
い

榊

な

い

と

伝

え

ら

れ

て

い

る
。

元

々

は

妖

怪
。

ト

ー

テ
ン

ポ

ー

撒

ル
の
よ

う

な

形

を

し

て
い
て
、

蒜

｛
高

原
の
あ
ち
こ
ち
に
た
っ
て

い

る
。

榊１洲’
、］請…■」」ｉ梛 頁の 入１．１に／ラ１つ 妖 僚 嵐 灘

労
却
－
ジ
…
串

ジ

ヤ

ー

ジ

ー

牛

は

イ

ギ

リ
ス

の
ジ

ャ

ー

ジ

ー

島

原

産

の

牛

で
、

蒜
凶
高

原
は
そ
の
銅
育

頭
数

員

本

一
。

約

２
０

０
Ｑ

頭

淡

放

牧
さ
ね
、
の
裟
か
な
牧
歌
約
風

鐙

壷

傑

り

艶

篶

《
い
驚
。

ひ

為

澄
彪
夢
業
－
彰
－
浸
淡
終
遜
は

篭

⑳

醸

覚

壷

簾

籾

慧

篇

磁
、

淡

潔
擦

濠
災

愁

滋

頓
、

範

製

瀦

切

ジ ヤー ジ ー 傘σ）ア・

三
．
８？



ひゐぜんワインｌｔ鵬ｏ）風簾 特 濠の、芋汕 だ いこん

て
工

場
を
見
学

す
る
こ
と
も

で

き

る
。

絞

り

た

て
の
牛

乳

は

げ

く

ま

ろ

や

か
、

ゴ

ー

ダ

チ

ー

ズ
は

フ
ォ
ン

デ
ュ
に
で

き

る

チ

ー

ズ
で
臭
み
も

な
く
胃
本

人
向

き
。

お

つ
ま

み

に

も

最

適
。

ひ
る
ぜ

ん

ワ
イ
ン

Ｈ

本
で

唯

、
、

野

生

の

山

葡

萄
を
原
料
に
し
て
作
ら
れ
た
ワ

イ

ン
。

少

し

渋

み

が

あ

る

よ

う

な
濃
厚
さ
が
美
味
で
日
本
の
ワ

イ
ン
コ
ン
ク

ー

ル
で

鍋

賞

を

と
っ

た
ほ

ど

の

実

力

派
。

適
の
駅
風
⑳
家

蒜
幻
高
原
の
特
産
晶
蒜
山
大

根
や

数
に
限
定
が
あ
る
臼
樺

メ
ワ
ン
な
ど
新
鮮
な
野
菜
や
果

物

が

揃

う
。

ラ
ベ
ン

ダ

ー

や

ブ

榊
燃
榊榊
㎜榊
…
㎜
㎜
…
…
…
榊
蝋
榊
榊
榊
淵
榊
淵
榊榊
……
舳
舳
榊
榊
榊
榊
燃
燃
舳
…
灘
榊
榊
淵
榊淵
洲
㎜
…
舳
…
灘
榊
榊榊
舳
㎜
…
舳
舳
榊
淵
舳
淵舳
……
舳
榊
燃
㎜
㎜
舳
舳
榊
燃

１８８

榊

蒜

山

に
吉ド

ッ
グ

ス

ポ

ー

燃

ツ

フ

ィ

ー

ル
、
ド

誕

生

蓋葦肇茎葦葦葦萎…薯葦

ル
ー
ベ
リ

ー

の
ソ
フ

ト
ク

リ

ー

ム
、

洲

ト
マ
ト

や

大

根
、

い
ち

ご

の
シ
ャ

徽

ー
ベ
ッ
ト

も

人

気
。

他

ひ

る

ぜ

榊

ん

ワ

イ

ン

や

ジ

ャ

ー

ジ

ー

牛

の

鱗

乳

製

晶
、

蒜

山

そ

ぱ

な

ど

も
。

燃

平
成

禍

年
９
消
蒜
山
高

原

に

ド

ソ
グ

ス

ポ

ー

ツ
フ

ィ

ー

ル

ド

、
九・
ル

ト

ス
」
が

誕

生

し

た
。

フ

リ

ス

ビ

ー

広

場
、

ア

ジ

リ

テ

イ
（
障

害

物
一
広

場
、

プ
レ

イ

広

場

が

あ

り
、

さ

わ

や

か
な
高

原
の
中
で
愛
犬

と

思

い

っ

き

り

遊

べ

る
。

（
ヱ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
／
一
時
間
∫
）

ま

た
、
「
か

ず

の
こ

村
」
に

は
ペ
ソ
ト
（
大
一
と
泊
れ
る
貸

別

荘

が

三

棟

あ

る
。

今

は
ペ

ツ

ト

も

家

族

一

員

の

時

代
。

一
緒
に
旅
行
で
き
る
の
が
う

れ

し

い
。

い
ず
れ
も
詳
綱
に
つ
い
て

は

要

間

合

せ
。
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鱗
灘

轟

灘

曲
畿

グ ラ フ イ テ イ 、絢 １」■１．妻；嫌

鰯織澱銭

籔 醗繁
襲嬢 雛議 鱗鱒 綴綴 鰯一 鰯；

縫 鰯 綴蓼一鰯一轟瀦

鐙 籟 鰯 灘 鱈 繋毎 嚢 繋 総 一

灘欝鰯滋轍

翼嬢離議鰯繍 鰯 翻一灘
縫 灘 鍵一機 綴一総 鰯

薙

灘
一

鱗

鰯

灘

罷

一

一

方
、

こ

ち

ら

は

下

湯

原

に
あ
る
ひ
ま
わ
り
館
の
犬
猫

専

用

露

天

風

呂
。

一

メ

ー

ト

ル
囚
方
の
大
き
さ
の
湯
船
が

二

つ
あ

り

ワ
ン

ち

ゃ

ん

猫

ち

ゃ
ん
も
温
泉
に
浸
か
っ
て
ス

ト

レ
ス

解

消
。

人

間

様

よ

り

高
い
け
ど
め
つ
た
に
入
れ
な

い

も

ん
。

た

ま

に

は

ね

∫
。

（
若
林

さ
ち
代

記
）

ひ漢わり鱗の 犬鑑タ胃露灰 風

一

擦

灘

繊
糟

議

観

鑓

轟

蘭

綴

蟻

燕

地

岨謹

鰯

山
緊

旅
館

縫
舎

翻
嚢

錘
、

揚

際
鮒

旅
館

協
圃

縄
禽

理
事

褒

竜

吉
林
伸

蕃

ん
に
聞
く

蘭

ｇ

へ
の

腎

縄
み

一

一

甜

一

軸

一
龍

一
韻

一

輯

一
輻

一踊

真

庭

市

で

は

鰯

凶

県

デ

ス
テ

ィ

ま

す
。

一輔

一
醒

一
轄

漁

ネ

ー
シ
ヨ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

向

け

ま

た
、

隣

の

新

庄

村
と

も

鶴

｝

附

て
、

闘

山

駅
か

ら

申

鱒

勝

山

駅
に

力

し
て
、

期

闘

申
の
土
曲
臼
は

観

榊

約

直

通
の
急

行
列

東
を

走

ら
せ

る
よ

光

同

廊

真

庭

燭

遊
バ
ス
を

運

転

桃

約

う

ｊ
災

に

働

き

か

け

て

き

ま

し

た

致

し

ま

す
。

１

薫
コ

ー

ス
で

各

地

淋

蝿

が
、

よ

う

や

く

運

転
の

運
び
と

な

で
の

観

光

時

閲

や

食

事

時

闘

も

ｖ

一睡

り

ま

し

た
。

９

時

３Ｃ

分

に

岡

山

を

充

分

取
っ
て

あ

り

ま

す

の
で

楚

井

怖
瞳

咄洲

出

溌

し

Ｕ

時

に

勝

山

に

到

着

し

ご

利

湖

く

だ

さ

い
。

コ

ー

ス
は

湯

ｖ

飾

ま

す
。

今
ま
で
は

津

山

駅

乗

換
え

原

撮
泉

↓

勝

山

町

並
み

保

存

地

ｖ錨

蝋

で
玉
時

闘

５０

分
か
か
っ
て
い
た
と
二

民
↓

新

庄

村

↓

蒜

山
商

原

Ｊ

湯

ｖ

曲
韻

一
盟

ｖ

ろ
王
時
閥

３０

分
で
行
け

る
よ

う
に

原
撮

泉
（
季

節
に
よ
り
変

わ
り
ま

繊

甫

な
り
、
湯
原

袈

や
蒜
山
方

更

す
。
詳
綱
は
要

磐

せ
一
で
す
。

甫

一覇

の
お

出

か

け

も

大

変

便

郁

に

な

り

一韓

淋

低
、

真

庭

市

で
は

牢

聞
を

帖

堵

通
し
て
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が

ぷ

閉
桁

催

さ

れ
て
い
ま

す
。

お

闇

合

ｖ

わ
腺

せ
の
上
、

合
せ
て
ご

利

用
く
だ

仙

ホ

携

一鞘

チ

冬

さ

い
。

一臨

ブ

漸

一鞘
冊
瞳

ん
取

門
議
纐
闘
禽
せ
塞

榊

羨

嚢
嚢

二

傭

→

欝

ｃ

饗
６

フ
ー
嬉

遷
－
導

『

１

て

一
躍

桝

嚢

竃
黛
二曲

鞄
一
輯錨

１繍


